
事業の計画・内容

投入資源 事業実績
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②支出内訳 事業費（B)
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一般財源
上記①～③に関する特記事項

評価指標

（ ）

（ ）

事業開始時からの状況変化及び事業の改善点等

伊賀市における外国籍の子どもたちは、年々増加し、平成１８年７月１日現在で、小学生１４８人、中学生２７人で、そのうちの多くが日本語指導を必
要としています。受け入れ拠点校として、上野東小学校と緑ヶ丘中学校に外国人の児童生徒のための日本語指導の学級を設置していますが、住ま
いや通学の関係で、居住区域の学校へ通学することが増えています。ポルトガル語等の外国語がわかる教職員がいないために対応に窮することも
あり、子どもたちに十分な支援をしきれないこともありますが、多くの団体やボランティア等の協力も得て、しだいに個々の生徒に確かな学力が身に
ついてきているのも事実です。毎年２学期に開催している「高校進学ガイダンス」は、進路を考える中学生とその保護者に大きな支援の場となってい
ますので、市内の外国人児童生徒に周知を徹底していきたいと思います。
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ソフト事業

市内の外国人児童生徒
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伊賀市　事務事業評価シート

就学を促進し、日本語指導を行うことで、外国人児童生徒が将来に展望を
持って生活できるようになります。

成果（どうなるのか）

外国人児童生徒サポート事業

１・「ことばの教室」実施
２．「高校進学ガイダンス」開催
３．国際理解教育研修会の開催
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活動指標

「高校進学ガイダンス」開催回数 回 1800

40「ことばの教室」開催回数 回

1

研修会開催回数 回 2 2 2

1

外国人生徒の中学校卒業後の
進学及び就職率

％
91

目標

市内で生活する外国人生徒が、目的を持って就学し、中学校を卒
業後、進学あるいは就職という進路保障が十分できたかを指標と
しました。
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Ａ

総合評価外国籍の子どもたちが、市内の学校に就学しようとしたとき、言葉や文化の違いに戸惑うことが多々ありま
す。子どもたちは、ＮＰＯ団体の支援による「ことばの教室」や拠点校における日本語教室において日本語
の習得を支援することは言うまでもなく、「高校進学ガイダンス」に参加することで日本の高等学校を身近に
感じ、目標を持って学習することができています。同時に、外国籍の子どもたちを受け入れる全ての子ども
たちが、より確かな国際理解を深める機会を得ていますので、継続していく方向で考えています。
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H18（目標）指標設定の考え方

31 個性を伸ばし、夢を追い求められる教育を進める
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